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11
月
３
日
、
い
わ
き
事
務
所
大
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
30
年
度
双
葉
町
表
彰
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
伊
澤
史
朗
町
長
の
式
辞
に
続
き
、

町
政
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
の

功
績
を
称
え
、
善
行
表
彰
と
し
て
１
団
体
と

１
人
の
方
に
表
彰
状
・
記
念
品
が
、
６
団
体
と

23
人
の
方
々
に
感
謝
状
・
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
、
受
章
者
を
代
表
し
て
株
式
会
社

伊
藤
工
務
店
代
表
取
締
役
伊　

哲
雄
様
が
「
東

日
本
大
震
災
並
び
に
原
発
事
故
発
生
以
降
も
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ご

来
賓
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
の

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
厚
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成平成３０３０年度双葉町表彰式年度双葉町表彰式

▲ 後列左から、前田建設工業㈱様（２人）、東京江戸川ロータリークラブ様、
　 大同生命保険㈱様、ＡＩＵ損害保険㈱様
　 前列左から、㈱アイライフ様、㈱伊藤工務店様、伊澤町長、佐々木議長、
　浦和フィルハーモニー管弦楽団様

▲ 後列左から、加村めぐみ様、石川榮次様、新川敏美様、藤田博司様、
　 阿部利一様、中村希雄様
　 前列左から、竹原天様、大橋庸一様、伊澤町長、佐々木議長、
　 朝川洋一様、原中良博様

平成３０年度双葉町表彰式

◇ 

第
18
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体
競
技
に
お

い
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
そ

の
善
行
に
よ
り
町
の
公
益
に
著

し
く
尽
力

広
島
県
在
住

半
谷　
美
咲
様
（
渋
川
）

吉
橋　
則
子
様
（
埼
玉
県
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
毎
月
、
巻

紙
に
励
ま
し
の
言
葉
を
書
き
添
え

た
季
節
ご
と
の
絵
手
紙
を
寄
贈

善
行
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰東

京
都
在
住

石
田　
秀
一
様
（
新
山
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
双
葉
町
民

の
健
康
維
持
の
た
め
、
避
難
先
医

師
会
と
連
携
し
た
巡
回
活
動
や
健

康
相
談
に
尽
力

感

謝

状

感

謝

状

感

謝

状

◇ 

一
般
寄
付
金
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付
し
、
そ
の
善
行
に
よ

り
町
の
公
益
に
著
し
く
尽
力

様
（
新
山
）

い
わ
き
市
在
住

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店

代
表
取
締
役

伊　
　

哲
雄

2広報ふたば 平成３０年１２月



浦
和
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

（
東
京
都
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
町
成
人
式

に
お
い
て
、
国
歌
や
町
民
の
歌
の

伴
奏
な
ど
、
荘
厳
な
演
奏
を
披
露様

◇ 

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付

重
富　
秀
一
様
（
福
島
市
）

◇ 

行
政
区
長
と
し
て
町
民
の
絆
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
・
発
展
並

び
に
交
流
事
業
に
貢
献

細
谷
行
政
区
長
10
年　

い
わ
き
市
在
住

大
橋　
庸
一
様
（
細
谷
）

長
塚
二
行
政
区
長
８
年　

い
わ
き
市
在
住

原
中　
良
博
様
（
長
塚
二
）

郡
山
行
政
区
長
４
年　

い
わ
き
市
在
住

佐
藤　
一
夫
様
（
郡
山
）

中
田
行
政
区
長
４
年　

茨
城
県
在
住

中
村　
希
雄
様
（
中
田
）

中
田
行
政
区
長
４
年　

い
わ
き
市
在
住

新
川　
敏
美
様
（
中
田
）

郡
山
行
政
区
長
２
年　

茨
城
県
在
住

齊
藤　
宗
一
様
（
郡
山
）

石
熊
行
政
区
長
２
年　

郡
山
市
在
住

田
中　
信
男
様
（
石
熊
）

羽
鳥
行
政
区
長
２
年　

宮
城
県
在
住

阿
部　
利
一
様
（
羽
鳥
）

三
字
行
政
区
長
３
年　

群
馬
県
在
住

千
吉
良　
髙
志
様
（
三
字
）

山
田
行
政
区
長
７
年　

い
わ
き
市
在
住

渡
部　
一
美
様
（
山
田
）

生
前
に
わ
た
り
三
字
行
政
区
長
７
年

加
村　
英
敬
様
（
三
字
）

石
熊
行
政
区
長
６
年　

郡
山
市
在
住

大
森　
忠
雄
様
（
石
熊
）

羽
鳥
行
政
区
長
６
年　

白
河
市
在
住

松
木　
秀
男
様
（
羽
鳥
）

下
長
塚
行
政
区
長
５
年　

い
わ
き
市
在
住

石
川　
榮
次
様
（
下
長
塚
）

下
条
行
政
区
長
４
年　

埼
玉
県
在
住

藤
田　
博
司
様
（
下
条
）

渋
川
行
政
区
長
10
年　

い
わ
き
市
在
住

朝
川　
洋
一
様
（
渋
川
）

両
竹
行
政
区
長
10
年　

い
わ
き
市
在
住

齊
藤　
六
郎
様
（
両
竹
）

浜
野
行
政
区
長
10
年　

京
都
府
在
住

菅
本　
洋
様
（
浜
野
）

新
山
行
政
区
長
８
年　

い
わ
き
市
在
住

竹
原　
天
様
（
新
山
）

鴻
草
行
政
区
長
６
年　

い
わ
き
市
在
住

髙
松　
平
様
（
鴻
草
）

日
本
伝
統
水
引
工
芸

創
作
ス
タ
ジ
オ
様

（
埼
玉
県
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
町
成
人
式

に
お
い
て
、
記
念
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

（
水
引
）
を
寄
贈

公
益
財
団
法
人

　
　

全
国
法
人
会
総
連
合

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険

株
式
会
社
様

大
同
生
命
保
険株式

会
社
様

（
東
京
都
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し

て
多
額
の
金
員
を
寄
付

前
田
建
設
工
業株式

会
社
様

（
東
京
都
）

◇ 

町
民
の
た
め
の
休
憩
施
設
「
双
葉

町
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
設
置

東
京
江
戸
川

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

（
東
京
都
）

◇ 

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
内

の
集
会
所
備
品
を
寄
贈

株
式
会
社
ア
イ
ラ
イ
フ

　

代
表
取
締
役　

中
林　
幸
一

（
埼
玉
県
）

◇ 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
毎
年
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

そ
の
入
場
料
と
義
援
金
を
寄
付

様

▲ 謝辞を述べられる株式会社伊藤工務店
代表取締役伊　哲雄様
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【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

　

平
成
30
年
の
最
後
の
月
、
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
の
が
感
じ
ら
れ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
、
平
成

30
年
度
双
葉
町
表
彰
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
表
彰
式
で
は
、
善
行
表
彰
と
し
て
１
団

体
と
１
人
の
方
に
表
彰
状
を
、
23
人
と
６
団
体
に

感
謝
状
を
お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。
町
政
進
展
や

避
難
者
支
援
、
町
民
の
絆
の
維
持
・
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
て
、
改
め
て

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
双
葉
町
の
友
好
町

で
あ
る
京
都
府
京
丹
波
町
か
ら
太
田
昇
町
長
は
じ

め
３
人
の
幹
部
職
員
の
方
々
が
い
わ
き
事
務
所
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
多
く

の
ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
今
後
と
も
両
町
の
交

流
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
双
葉
町
の
被
災
の
現
状
と
復
興
へ
の
課
題

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
町
立
学
校
を
、
７
日
に
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
せ
ん
だ
ん
」、
復
興
公
営
住
宅

勿
来
酒
井
団
地
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り
、
商
業
施
設
な
ど
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
双
葉
町
内
に
も
立
ち
入
り
し
、
改
め
て
被
災

の
現
状
と
復
興
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
役
場
庁
舎
や
双
葉
海
水
浴
場
、
中
間

貯
蔵
施
設
エ
リ
ア
、
双
葉
南
小
学
校
、
Ｊ
Ｒ
双
葉

駅
周
辺
を
視
察
さ
れ
、
中
心
市
街
地
で
は
歩
き
な

が
ら
、
被
害
の
状
況
や
昨
年
９
月
に
認
定
さ
れ
た

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
太
田
町
長
か
ら
は
「
震
災
の

爪
あ
と
が
残
る
一
方
で
双
葉
町
が
復
興
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
ご
支
援
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
息

の
長
い
交
流
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
の
い
わ
き
事
務
所
で
の
開
催
を
最
後

に
、
県
内
外
11
会
場
で
開
催
し
た
町
政
懇
談
会
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
町
か
ら
の
説
明
の
後
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
遠
方
か
ら
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
都
合
で
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て

は
今
後
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
各
会
場
で
行
っ
た
懇
談
会
の
議
事
録
を
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご

質
問
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
整
理

し
、
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

双
葉
町
も
よ
う
や
く
帰
還
に
向
け
た
復
興
の
具

現
化
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
双
葉

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
第
二
次
）
に
基
づ
き
、
双
葉
町
の
復
興
を

前
進
さ
せ
、
町
へ
の
帰
還
を
目
指
し
て
町
民
の

皆
さ
ま
が
希
望
の
持
て
る
生
活
環
境
が
整
う
よ

う
、
様
々
な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
間
、
双
葉
町
民
に
対
し
ご

支
援
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
壮
健
に
て
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　停止期間

　出力が停止される帳票
住民票の写し、印鑑証明書、戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍の個人事項
証明書（戸籍抄本）、戸籍の附票の写し、所得・課税証明書

平成３０年１２月２９日（土）から平成３１年１月３日（木）まで（終日）

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種証明書の
自動交付サービスについて、年末年始（１２月２９日から１月３日）は終日、証明書の発行がで
きませんのでご注意ください。
　また、同期間中は、全ての証明書が役場窓口や郵送請求でも発行ができませんので、各種証
明書が必要な方は時間に余裕をもって申請をしてください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

年末年始におけるコンビニエンスストア等における
住民票などの各種証明書の自動交付サービスの停止について
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【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

▲
 

双
葉
海
水
浴
場

▲
 

双
葉
南
小
学
校

▲
 

双
葉
町
サ
ポ
ー
ト

　

 

セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

▲
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

 「
せ
ん
だ
ん
」

友好町　京都府京丹波町の太田昇町長が双葉町を訪問
　

11
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
双

葉
町
の
友
好
町
で
あ
る
京
都
府

京
丹
波
町
の
太
田
昇
町
長
と
町

職
員
３
人
が
双
葉
町
を
訪
問
し
ま

し
た
。
京
丹
波
町
長
が
双
葉
町
を

訪
問
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
す
。

　

初
日
は
、　

下
明
夫
教
育
長
の

案
内
で
町
立
学
校
仮
設
校
舎
を
視

察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
い
わ

き
事
務
所
で
、
伊
澤
史
朗
町
長
、

金
田
勇
副
町
長
、　

下
教
育
長
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
京
丹

波
町
の
豪
雨
災
害
の
報
告
も
あ

り
、京
丹
波
町
の
太
田
町
長
は「
関

西
大
学
と
の
連
携
や
消
防
団
員
の

早
期
避
難
の
判
断
が
功
を
奏
し
、

人
的
被
害
を
免
れ
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
町
か
ら
は
記
念
品
の
双

葉
ダ
ル
マ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
せ
ん
だ
ん
」、
復
興
公
営
住
宅

勿
来
酒
井
団
地
内
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
や
商
業
施
設
を

視
察
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

視
察
を
経
て
双
葉
町
内
に
入
り
ま

し
た
。
役
場
庁
舎
内
、
マ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
ふ
た
ば
、
双
葉
南
小
学
校
、

中
心
市
街
地
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺

を
視
察
し
、
伊
澤
町
長
は
「
こ
れ

ま
で
受
け
て
き
た
温
か
い
ご
支
援

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
京
丹
波
町
の
太
田
町
長
は
「
こ

れ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

心
の
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
丹
波
町
か
ら
は
震
災
直
後
か

ら
義
援
金
や
支
援
物
資
な
ど
の
支

援
の
ほ
か
に
も
、
ダ
ル
マ
折
り
紙

を
通
じ
た
交
流
な
ど
た
く
さ
ん
の

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
夏
に
は
復
興
公
営
住
宅
勿

来
酒
井
団
地
内
で
行
わ
れ
た
夢
ふ

た
ば
人
主
催
の
盆
踊
り
で
、
京
丹

波
町
の
少
年
野
球
の
子
ど
も
た
ち

が
お
米
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
行
い
、

そ
の
売
上
金
を
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ひ
だ
ま
り
へ
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
町
は
息
の
長
い
交
流

を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
両

町
長
が
そ
の
思
い
を
新
た
に
し
た

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

▲町立学校仮設校舎

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種証明書の自動交付サービスについ
て、ネットワーク関連機器の移設及び更新作業のため、次の期間中は、証明書の発行ができませんのでご注意ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※ コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から２３時００分までです。
ただし店舗の営業時間内に限ります。

コンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について

　停止期間※

　出力が停止される帳票 住民票の写し、印鑑証明書、戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍の
個人事項証明書（戸籍抄本）、戸籍の附票の写し、所得・課税証明書

平成３０年１２月８日（土） 　６時３０分から
平成３０年１２月９日（日） １２時００分まで
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年始期間の住民一時立入お知らせ年始期間の住民一時立入お知らせ年始期間の住民一時立入お知らせ

【問い合わせ先】　住民生活課　☎０２４６－８４－５２０６　

　内閣府ではこれまで年始の住民の一時立入を行ってきませんでしたが、今年度、
試験的な立入を行うこととなりました。
　詳細は以下のとおりとなります。

１．実施日：
２．入域時間：
３．対応スクリーニング場：
４．受入世帯数：
５．予約受付期間：

平成３１年１月９日（水）～１月１５日（火）
　午前９時 ～ 午後３時まで（通常より１時間短縮）
　　　　　　　加倉スクリーニング場、毛萱スクリーニング場
　　１スクリーニング場当たり１日１０世帯
　　　立入日の４日前まで（１月１５日立入の場合は１月１１日まで）

◆ 通常の一時立入と比べて、スクリーニング場及び巡回対応者が限定されているため、
各種制約がございますことをご理解の上、お申し込みください。

◆ 携帯電話、スマートフォンをお持ちでない場合は受付できませんのでご注意ください。

　福島県では万が一、原子力災害が発生した場合に備えて、事前に確認しておく情報や
緊急時に役立つ情報をまとめたＷＥＢサイト「原子力災害に備える情報サイト」を公開
しています。
　この情報サイトが、このたびリニューアルを行い、スマートフォンに対応するなどさ
らに見やすく使いやすくなりました。
　サイト内には現在の福島第一原発の状況や原発事故の際の避難先市町村などが掲載さ
れています。
　ぜひ、ご活用ください。

https://evacuation-fukushima.jp/

　なお、立入後に簡単なアンケートを実施いたしますので、ご協力いただけますよう、よ
ろしくお願いいたします。

◆ 立入後は必ずスクリーニング場に立ち寄り、線量計を返却するとともに、スクリーニ
ングを実施してください。

◆ 緊急時に連絡が取れるよう、立入の際は携帯電話・スマートフォンを必ず持参すると
ともに、安全確保の観点から２名以上で立ち入るようにしてください。

※１２月２９日～１月３日の間コールセンターは休止となります。
※当日受付は行いませんのでご注意ください

一時立入コールセンター　０１２０－２２０－７８８
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育長

　朝夕の冷え込みも厳しくなってまいりました。いよいよ師走を迎え、１年の総まとめの時期と
なりました。学校でも、一年の節目として目標に照らした反省を行い、改善と今後の抱負を思い
描くための話し合う場が設定されます。その際、学校及び家庭において大人からの声がけが子ど
もの成長に大きく関係する場合があります。人間は、得意な部分と不得手な部分を必ず持ってい
ます。見方を変えれば、不得手な部分はその人にとって『大きな伸びしろ』であると考えること
はできないでしょうか。得意な分野はさらに上を見つめ知識・技能を伸ばすため、可能性を追求
できる機会を設けてあげることが学校教育、家庭教育の役割と考えます。そこで、家庭において
も出来ている事を認め褒めてあげ、不得手の部分は一緒に話し合いながら確認し努力事項として
共有してほしいと思います。現在、教育総務課でも、平成２８年度に策定した５年間の基本計画
である『双葉町教育振興基本計画』の中間評価を実施し、教育活動Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルの実効
性を上げる取り組みをしております。
　生涯学習では、過日、いわき市勿来地区総合文化祭に特別枠としてコーラスふたば、標葉せん
だん太鼓保存会、民謡同好会、ＪＡスマイル大正琴の皆さんが出演し、素晴らしい発表を披露し
ていただきました。また、富岡町で開催された「ふるさとの祭り」では前沢女宝財踊り、三字の
神楽の発表もありました。皆さんの夢と希望に向けた取り組み、意気込みを拝見し、うれしく思
いました。これからも楽しさを味わいながら継続と保存に力を注いでいただきたいと思います。

　県内外の１１会場において開催し、多くの町民の皆さまに足
を運んでいただきました。誠にありがとうございました。伊澤
史朗町長より挨拶と町政の説明後、教育行政についてお話しさ
せていただきました。以下に要約したものを載せております。
着実に復興・創生に向けたスタートが切れたと感じますが、こ
れから情勢が変わる部分も出てくると思います。しっかりと状
況を把握し、安全・安心を担保しながら丁寧に進めたいと考え
ています。ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

平成３０年度　町政懇談会平成３０年度　町政懇談会

夢と希望のある「学び」へ

平成３０年度　町政懇談会

県内３２０名　県外２３９名　合計５５９名〔１〕双葉町幼児、児童、生徒の避難先と数

〔２〕町立学校の現在

〔３〕教育総務課の今後の取り組み

（１）柔軟な小・中連携による教育活動
（２）いわき市、地域の協力による特色ある学校教育の展開
（３）少人数指導をより効果的に実践するための組織的な取り組み（町立学校の強み！）

（１）学校、公共施設の被害状況調査及び本格除染の実施 → あり方検討の準備
（２）私物（学用品等）の返却を基本とした整理整頓 → 意向調査を実施
（３）指定文化財及び個人所有の文化的資料等の保全
（４）生涯学習活動への支援（婦人学級、町体育協会）

［幼児９名　児童３１名　中学生１２名　合計　５２名］
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加須市立　種
た な だ れ

足小学校と交流会～町立学校～

　

10
月
27
日
、
町
立
学
校
体
育
館
に

お
い
て
「
手
を
と
り
あ
っ
て　

み
ん

な
輝
け
！　

笑
顔
の
花
束
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
合
同
の
文
化
祭
「
栴
檀
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
小
中
学
生
に
よ

る
標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
保
存
会
よ
り

指
導
を
受
け
て
練
習
し
た
「
天
響
」

の
演
奏
が
あ
り
、
そ
の
力
強
い
音
色

に
来
賓
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
地
域
を
知
る
、
働
く

こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
、
自
分
の
生

き
方
を
考
え
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
総

合
的
な
学
習
の
発
表
を
行
い
、
１
年

生
は
保
存
会
の
皆
さ
ま
に
指
導
を
受

け
て
練
習
し
た
「
山
田
じ
ゃ
ん
が
ら

念
仏
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
各
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う

パ
ー
ト
を
演
奏
し
た
箏こ

と

の
演
奏
、
自

分
に
と
っ
て
の
大
切
な
も
の
を
考
え

な
が
ら
合
唱
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
低
学
年
が
詩
を
暗
唱

し
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
詩
の
群
読
に
挑

戦
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
レ
ン
ジ
で
会

場
か
ら
は
笑
い
声
が
あ
が
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
高
学
年
は
昭
和
の
広

島
で
強
く
生
き
抜
い
た
一
家
の
様
子

を
描
い
た
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
は
素
敵
な
王
子
様
と
か

わ
い
い
お
姫
様
に
な
っ
て
踊
り
を
披

露
し
、
そ
の
一
生
懸
命
な
か
わ
い
ら

し
い
姿
に
会
場
の
方
々
は
大
き
な
手

拍
子
を
送
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
中
に
は
栴
檀
祭
の
練
習
を

す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
写
真
が

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
職
場
見
学
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
成
果
の
パ
ネ

ル
な
ど
が
貼
ら
れ
、
保
護
者
の
方
々

は
目
を
細
め
て
眺
め
た
り
写
真
に
お

さ
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
全
員
が
一
丸

と
な
り
、
み
ん
な
が
輝
い
た
栴
檀

祭
。
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑

顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

双葉町立幼・小・中学校合同文化祭

手をとりあって　
みんな輝け！　笑顔の花束

　１０月２４日、町立学校仮設校舎において加須市
立種足小学校と双葉南・北小学校との交流会が行わ
れました。英語指導助手のフィリップ・ジェリーマ
ン先生が４年前に種足小学校でも英語指導を行って
いたことがきっかけとなり今回の教え子同士の交流
会が実現しました。昨年はテレビ電話を使った交流
も行いました。
　交流会は種足小学校の６年生と双葉南・北小学校
の５・６年生が参加し、「グリーティング（名刺交換）」
や「じゃんけん列車」「猛獣狩りに行こう！」などのゲームを通じて交流を深めました。全員で「ビリーブ」
を合唱したあとに、種足小学校の児童から本物の四つ葉のクローバーが入ったポストカードがプレゼントさ
れました。種足小学校のバスを見送る際には名前を呼んで別れを惜しむ児童の姿も見られました。
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第３１回双葉町総合美術展
第５回双葉町町民作品展

　１０月１１日、１２日の両日、郡山市のビッグアイ
において、双葉町芸術文化団体連絡協議会主催による
第３１回双葉町総合美術展と第５回双葉町町民作品展
が開催されました。
　総合美術展には各地に避難する会員の皆さまの、写真、
書、絵画、短歌など８つの部門の約５０点の作品が展示
され、町民作品展には自治会や婦人学級の皆さんの手
芸作品やハーバリウムなど約７０点が展示されました。
また今回は、友好町の京都府京丹波町の方々の切り絵な
どの作品を特別展示するコーナーも設けられました。
　町民の方々も多く訪れ、交流をしながら故郷の方々
の作品に見入っていました。
　１０月２７日、２８日はいわき市勿来体育館で開催
された勿来地区総合文化展双葉町スペースにおいて
同じく開催され、町立学校の園児・児童・生徒の作品
とともに約３００点の作品が展示されました。２７日
は町立学校で栴檀祭が開催されたこともあり、多くの
園児・児童・生徒が家族と一緒に作品を鑑賞していま
した。

▲ 
猛
獣
狩
り
に

　
　
　
　

行
こ
う
！

▲ 
種
足
小
学
校
か
ら

　

 

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲友好町　京都府京丹波町の方々の作品展示

▲

 

ビ
リ
ー
ブ
の
合
唱

▲

  

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ 

　

 （
名
刺
交
換
）
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勿来地区総合芸能祭
　１１月１１日、第５０回いわき市民文
化祭第４５回勿来地区総合芸能祭が、い
わき市勿来市民会館大ホールにおいて開
催されました。
　双葉町からも毎年参加させていただい
ており、双葉町民謡同好会、コーラスふ
たば、ＪＡスマイル大正琴、標葉せんだ
ん太鼓保存会の皆さんが出演しました。
　出演団体の中で唯一の和太鼓の迫力あ
る演奏や美しいコーラスや民謡、大正琴の
音色を来場者は楽しんでいました。

民
謡
同
好
会

・
八
木
節

コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば

・
唱
歌
メ
ド
レ
ー

「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」

故
郷　

春
の
小
川　

鯉
の
ぼ
り　

夏
は
来
ぬ

紅
葉　

雪　

故
郷

標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓

保
存
会

・
夏

ＪＡスマイル大正琴
・さくらさくら　・野口雨情詩集　・八木節

第３０回記念　ふくしま駅伝大会 ～ ふるさとへの思いタスキでつなぐ ～
　

11
月
18
日
、
第
30
回
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま

駅
伝
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
ら
か

わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
白
河

市
総
合
運
動
公
園
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

全
16
区
の
選
手
た
ち
は
、
福
島
県
庁
ま

で
の
95
㎞
を
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
て
走
り

抜
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
双
葉
町
チ
ー
ム
は
、
白
圡
直

裕
監
督
が
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
の
が
難

し
い
と
話
し
て
い
た
中
学
生
の
４
人
が

初
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
へ
避
難

し
て
い
る
中
で
の
参
加
と
な
り
、
夏
と
秋

の
２
回
に
わ
た
る
チ
ー
ム
合
宿
を
行
い
、

初
参
加
の
選
手
も
含
め
、
選
手
全
員
の

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
前
に
募
集
し
て
い
た
選
手
の
皆

さ
ん
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
動
画

を
、
前
日
に
選
手
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
沿
道
か
ら
も

駆
け
付
け
た
町
民
の
方
々
な
ど
か
ら
、

双
葉
町
の
手
旗
を
振
り
な
が
ら
温
か
い

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思
い
を
タ

ス
キ
に
の
せ
て
精
い
っ
ぱ
い
の
走
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
総
合
53
位
、
町
の
部
29
位

と
な
り
、
選
手
た
ち
は
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
大
健
闘
し
ま
し
た
。
井
戸
川
俊

キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
チ
ー
ム
の
皆
ん
な
の
頑

張
り
で
完
走
し
順
位
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
。
伸
び
し
ろ
の
あ
る
チ
ー
ム
な
の
で

来
年
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　広報ふたば平成３０年１１月号Ｐ１１上段、第３０回ふくしま
駅伝大会の記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 （敬称略）

９区　佐藤　未彩（白河第二中２年）誤：
９区　佐藤　未彩（白河第二中３年）正：

広報ふたば１１月号の訂正について
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11
月
10
日
、
町
立
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
震
災
後
６
回
目
と
な

る
双
葉
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
避
難
先
か

ら
石
井
義
幸
団
長
を
は
じ
め
と
す

る
27
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

検
閲
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

式
は
殉
職
消
防
団
員
並
び
に
東

日
本
大
震
災
犠
牲
者
に
対
す
る
黙

と
う
で
始
ま
り
ま
し
た
。
根
本
英

樹
訓
練
分
団
長
の
号
令
の
も
と
、

伊
澤
史
朗
町
長
と
来
賓
の
方
々
に

よ
る
閲
団
、
通
常
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
伊
澤
町
長
は
式
辞
で
「
今

年
は
気
候
変
動
に
よ
る
台
風
や
豪

雨
災
害
、
地
震
災
害
が
例
年
以
上

に
、
全
国
で
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
避
難
中
で
あ
り
、
す
ぐ
に
は

消
防
活
動
が
で
き
な
く
て
も
、
是

非
、
双
葉
町
を
守
る
担
い
手
と
し

て
の
意
識
を
、
今
度
と
も
引
き
続

き
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て

来
賓
の
石
川
靖
県
相
双
地
方
振
興

局
次
長
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議

長
、
安
澤
実
双
葉
警
察
署
浪
江
分

庁
舎
所
長
、
加
瀬
信
二
浪
江
消
防

署
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
９
人
の
団
員
に
対
す

る
定
例
表
彰
が
行
わ
れ
、
石
井
団

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
石
井
団
長
の
訓
示
で
団
員
の

士
気
を
高
め
た
あ
と
、
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。

双葉町消防団秋季検閲式

　坂本昌彦さんが多年にわたり交通安全活動に積極的に取り
組み多大な貢献をされた功労により、東北管区警察局長と東
北安全協会長の連名による表彰を受け、１１月１日、安澤実
双葉警察署浪江分庁舎所長より伝達が行われました。坂本さ

坂本昌彦さん（長塚二）に東北交通栄誉賞坂本昌彦さん（長塚二）に東北交通栄誉賞

んは長年、浪江地区交通安全
協会監事を務め、震災前の町
内での交通安全活動のほか仮
設住宅での事故防止にも尽力
されました。伝達を受けて坂
本さんは「感無量です」と感
想を述べられました。

坂本昌彦さん（長塚二）に東北交通栄誉賞
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相馬税務署からのお知らせ
１. 平成３１年（２０１９年）１月から、e－Tax（電子申告）の利用手続きがより便利になります。

４.「確定申告のお知らせ」の持参について

○マイナンバーカード⽅式

○ＩＤ・パスワード⽅式

⽤意するものは、次の２つ！
① マイナンバーカード ② ＩＣカードリーダライタ
  ※既に e-Tax のＩＤを取得している⽅も e-Tax のＩＤ・パスワードが不要になります。

 前年、各市町村や税務署の申告相談会場で確定申告書を提出された⽅につきましては、確
定申告書等の⽤紙（確定申告書、収⽀内訳書など）が送付されません。
 確定申告書等の⽤紙に代えて、予定納税額等の申告に必要な情報が記載された「確定申告
のお知らせ」が送付されますので、各市町村や税務署の申告相談会場に来場する際は、申告
に必要な書類とともに「確定申告のお知らせ」もご持参されますようお願いいたします。

①ＩＤ（利⽤者識別番号） ② パスワード（暗証番号） 
 ※１.

 ※２.

マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちでない⽅も e-Tax（電⼦申告）で
申告できます。
⽤意するものは、次の２つ！（ＩＤ・パスワード⽅式に対応したもの）

なお、従来どおり作成コーナーで申告書を作成して紙に印刷し、税務署へ郵送等により
提出することもできます。 国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp

３. 平成３０年分の所得税等の確定申告書作成会場について
 平成３０年分の所得税（及び復興特別所得税）、消費税及び贈与税の確定申告期における
申告書作成会場は、次のとおり開設する予定です。
○開設場所 『相⾺市振興ビル』相⾺市中村字塚ノ町６５－１６
○開設期間 平成３１年２⽉１８⽇（⽉）〜３⽉１５⽇（⾦）《⼟、⽇を除く》
○開設時間 午前９:００ 〜 午後４：００

※ 申告書作成会場の開設期間前および開設期間中、相⾺税務署内では⽤紙の交付は⾏いますが、
申告書作成相談は⾏いませんので、開設期間内に申告書作成会場にお越しください。

２. 平成３０年分確定申告書にはマイナンバーの記載が必要です。
 税務署に所得税等の確定申告書を提出する都度、マイナンバーの記載と本⼈確認書類（番
号と⾝元の確認できるもの）の提⽰または写しを添付していただく必要があります。
《本⼈確認書類の例》
 (1) マイナンバーカード（番号確認と⾝元確認）
 (2) 通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被保険者証など（⾝元確認）
  ※１. 申告書作成会場においでになる際は、本⼈確認書類の持参をお願いいたします。
  ※２. 確定申告書を郵送する場合は、本⼈確認書類の写しの添付をお願いいたします。

ＩＤとパスワードは税務署で職員と対⾯による本⼈確認を⾏った後に発⾏しま
すので、発⾏を希望される⽅は、運転免許証などの本⼈確認書類をお持ちの上、
税務署にお越しください。
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」でのみ利⽤できます。
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　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　控除の対象となるのは、平成３０年１月から平成３０年１２月までに納められた保険料となりま
す。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、そ
の保険料も合わせて控除が受けられます。
　１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されています
ので、年末調整や確定申告の際に必ずこの証明書または領収書を添付してください。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな
る制度です。保険料は納め忘れのないよう納めましょう。

～ 年末調整・確定申告まで大切に保管してください ～

【問い合わせ先】 【受付期間及び時間】
ねんきん加入者ダイヤル

☎０５７０－００３－００４
●自動音声でご案内します。
　０５０から始まる電話でおかけになる場合は、
　☎０３－６６３０－２５２５へおかけください。

・月～金曜日（午前８時３０分 ～ 午後７時）
・第２土曜日（午前９時 ～ 午後５時）

※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～
　１月３日はご利用いただけません。

年金事務所からのお知らせ
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されています！

　１１月１０日、１１日の両日、富岡町
立富岡第一小学校で「ふるさとの祭り
２０１８　in　富岡」が開催されました。
ふるさとの祭りは、東日本大震災や福
島第一原子力発電所の事故により、民
俗芸能の継承が困難とされる団体に発
表の場を提供し、民俗芸能継承の意欲
を高めることを目的としています。
　県内外から１７団体が自慢の民俗芸
能を披露し、双葉町からは１１日に前
沢女宝財踊り保存会と三字芸能保存会
が出演しました。三字の神楽は震災後
初めての披露となりました。
　両日ともえびす講市が同時開催さ
れ、来場された皆さんは伝統芸能と伝
統のお祭りを楽しんでいました。

三字の神楽

前沢女宝財踊り

ふるさとの祭り２０１８ふるさとの祭り２０１８ふるさとの祭り２０１８ふるさとの祭り２０１８ふるさとの祭り２０１８ふるさとの祭り２０１８ ～前沢女宝財踊り ・
三字の神楽～
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10
月
８
日
、
９
日
、
茨
城
県
北
茨

城
市
の
五
浦
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
石
熊
行
政
区
の
総
会
・
交
流
会

を
開
催
し
、
25
人
の
参
加
者
が
県
内

外
の
避
難
先
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
行
政
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
り
、
盛
会
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
伊
澤
史
朗
町
長
と
金

田
勇
副
町
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
、
町
の
現
状
や
復
興
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
と
の
意
見
交
換
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や
意
見
に

対
し
、
伊
澤
町
長
か
ら
ご
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
年
に
一
度
の
再
会

を
喜
び
、
懐
か
し
さ
か
ら
話
は
尽
き

ず
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
次
会
で

は
終
わ
ら
ず
、
部
屋
に
戻
り
話
し
込

む
人
も
お
り
、
避
難
生
活
の
疲
れ
を

忘
れ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
、
次
回
の
総
会
で
の
再
会
を
約
束

し
各
自
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

石
熊
行
政
区

総
会
・
交
流
会

　１０月１４日、いわき市のサラブレットゴルフクラブにおい
て第４回双葉町民ゴルフ大会が開催されました。
　双葉ふれあいクラブの主催で行われ、当日はあいにくの天気
で雨の中のプレーとなりましたが、県内外の避難先から参加し
た４３人はスポーツを通じて交流を深めました。結果は右記の
とおりです。

優　勝 … 鵜沼　利一
準優勝 … 伊藤　吉夫
３　位 … 伊藤　節夫
ベストグロス賞 … 伊藤　吉夫

（敬省略）

双葉町民ゴルフ大会
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10
月
27
日
、
28
日
、芦
ノ
牧
温
泉
「
丸

峰
観
光
ホ
テ
ル
」
に
て
渋
川
行
政
区
総

会
・
交
流
会
を
開
催
し
、
県
内
外
の
避

難
先
か
ら
27
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
川
井
正
記
副
区
長
の
司
会
進

行
で
行
わ
れ
、
開
会
に
先
立
ち
東
日
本
大

震
災
と
各
地
の
避
難
先
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

西
尾
富
雄
区
長
の
挨
拶
、
各
役
員
、

委
員
の
紹
介
に
続
き
会
計
報
告
、
常
設

委
員
の
監
査
報
告
で
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
薬
師
堂
の
東
電
賠

償
に
関
す
る
問
題
も
継
続
し
て
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

渋
川
出
身
の
半
谷
美
咲
さ
ん
が
ア
ジ

ア
競
技
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
競
技

で
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

金
田
勇
副
町
長
に
は
挨
拶
の
中
で
双
葉

町
の
現
状
、
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
な
か
な
か
復
興
が
進
ま
な
い
こ
と

に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
地
区
の
人

た
ち
の
気
持
ち
も
少
し
和
ら
い
だ
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
朝
川
洋
一
前
区
長
の
乾
杯

の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、
酒
を
交
わ
し
な

が
ら
１
年
ぶ
り
の
再
会
で
二
次
会
、
三

次
会
ま
で
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

い
つ
帰
れ
る
か
分
か
ら
な
い
古
里
に

思
い
を
寄
せ
て
ま
た
１
年
後
の
再
会
を

約
束
し
、
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
先
へ
と
帰
り
ま
し
た
。

渋
川
行
政
区

総
会
・
交
流
会

　１１月１０日、双葉ふれあいクラブ主催の双葉町民トレッキングが開催され、県内外の避難先か

らの参加者１９人が西郷村新甲子遊歩道でトレッキングを楽しみました。

　当日は天気に恵まれ、さわやかな秋の風を感じながら参加者の皆さんは約２. ５キロメートルの

阿武隈川の渓流を望むナラやハンノキなどが並ぶ林のコースを、森林浴やバードウォッチング、紅

葉を楽しみながら散策し

ました。

　散策中には話も弾み、

参加者の皆さんは体を動

かしながら交流を深めた

様子でした。

第４回　双葉町民トレッキング
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10
月
27
日
、
28
日
、
穴
原
温
泉
吉
川

屋
に
て
下
羽
鳥
地
区
総
会
・
交
流
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
避
難
先
よ
り
37

人
が
参
加
し
、
和
や
か
に
楽
し
く
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
初
め
に
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
の
皆
さ
ま
に
、
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
区
長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
澤
上

氏
が
選
出
さ
れ
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
報
告
・
監
査
報
告
等
が
承
認

さ
れ
、
続
い
て
、
下
羽
鳥
規
約
改
正
や

事
業
計
画
案
等
、
提
案
さ
れ
た
議
案
が

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
、
伊
澤
史
朗
町
長
の

講
話
、
環
境
省
か
ら
の
除
染
・
解
体
の

説
明
、
東
京
電
力
よ
り
下
羽
鳥
地
区

の
復
興
活
動
状
況
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
は
、
伊
澤
町
長
に

も
参
加
い
た
だ
き
、
阿
部
前
区
長
の
乾

杯
で
は
じ
ま
り
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
思
い
出
話
や
苦
労

話
に
花
が
咲
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑

い
の
渦
で
し
た
。

　

記
念
品
贈
呈
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
等

で
盛
り
上
が
り
、
二
次
会
は
、
カ
ラ
オ

ケ
組
、
部
屋
で
の
談
笑
組
と
思
い
お
も

い
に
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
町
産
業
課
よ
り
、
羽
鳥
地
区

の
復
興
計
画
耕
作
再
開
モ
デ
ル
ゾ
ー
ン

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
次
年
度
の

再
会
を
約
束
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

下
羽
鳥
地
区

総
会
・
交
流
会

復活復活！２０１８２０１８ 標葉祭り標葉祭り
　１０月１４日、浪江町において一般社団法人
浪江青年会議所の主催で標葉祭りが開催されま
した。標葉祭りは震災後初の開催となります。
　会場には旧標葉郡（浪江、双葉、大熊町、葛
尾村）の名産品を取り扱うブースや各町村を紹
介するブースが立ち並びました。標葉フォトコ
ンテストの応募作品展示コーナーでは故郷の懐
かしい風景などの写真が多数展示され、町立学
校の生徒たちも制作に携わった双葉町ダルマ市
の様子のモザイクアートも展示されました。
　双葉町ダルマ市の名物巨大ダルマ引きが行わ

復活復活！２０１８２０１８ 標葉祭り標葉祭り復活！２０１８ 標葉祭り

れたほか、ふたば茶亭のブース出店もあり、双葉郡ゆかりの若者たちのぐるぐるユニットのブー
スではよっちゃんスルメの販売も行われました。標葉せんだん太鼓保存会の和太鼓の演奏には大
きな拍手が送られ、たくさんの来場者の方々は旧標葉郡を堪能した様子でした。

▲ 標葉せんだん太鼓保存会のステージ
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会津の歴史探訪日帰りバスツアーいわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会

　１０月３１日、４３人が参加し、磐越道沿線の
赤や黄色の秋色を車窓に眺め、久しぶりに会う町
民同士の会話も賑やかに弾む中、会津若松市内に
入り「県立博物館」「会津武家屋敷」「飯盛山」等
を巡りました。  
　戊辰戦争で「勝てば官軍、負ければ賊軍」と汚
名を着せられた京都守護職等、朝廷に忠誠をつく
した会津藩が何故、冷涼な辺地の斗南に移封さ
れ、過酷な犠牲を払って生き抜いたかについて、
改めてより深く理解し、知ることができました。

　飯盛山では、白虎隊が自害した剣舞を見物し、
戊辰戦争の歴史の一端を垣間見ることができま
した。
　昼食は、会津武家屋敷で名物の「わっぱ飯」・「こ
づゆ」等を味わい、同時に開催中の色とりどりの
鮮やかな菊人形展を楽しみました。
　深まりゆく会津の秋を満喫した後、帰路のバス
車中ではクイズ等で盛り上がり参加者一同は１２
月の例会の集いを楽しみにして散会しました。

▲ ぐるぐるユニットの　
　よっちゃんスルメの
　ブース

▲ 双葉町ダルマ市名物「巨大ダルマ引き」

▲モザイクアートは後日町立学校へ寄贈されました
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介護予防・日常生活支援総合事業のお知らせ介護予防・日常生活支援総合事業のお知らせ

総合事業利用の流れ

■介護予防・生活支援サービス事業

６５６５歳以上のみなさまへ歳以上のみなさまへ

　介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業といいます。）とは、市町村主体で行う地域

支援事業のひとつとして、地域の６５歳以上の方々を対象にその人の状態や必要性に合わせたサー

ビス等を提供する事業です。

　総合事業では、要支援に認定された方や生活機能の低下がみられる方が利用できる「介護予防・

生活支援サービス事業」と、６５歳以上のすべての方が利用できる「一般介護予防事業」を行い、

皆さまの介護予防と日常生活の自立を支援します。

　要介護認定で要支援に認定された方及び基本チェックリストなどにより総合事業の対象者認定され

た方が対象となります。平成２８年度まで介護予防サービスとして提供されていた介護予防訪問介護

と介護予防通所介護に相当する「訪問型サービス」と「通所型サービス」を受けることができます。

　自分ではできない日常生活上の行為がある場合

に、ホームヘルパー等による調理や掃除、洗濯など

の支援を受けることができます。

　通所介護施設で、入浴や排せつ、食事などの日常

生活上の支援を日帰りで受けることができます。（デ

イサービス）

６5歳以上のすべての方

訪問型サービス 通所型サービス

まずは地域包括支援センターにご相談ください。

要介護認定 利用できる事業の判定

介護予防・日常生活支援総合事業

基本チェックリストで生活機能の
状態を判断します。

非該当の方

介護予防・生活支援サービス事業対象者
（事業対象者）

一般介護予防事業を利用

介護予防・生活支援サービス事業を利用

支援１・２の方

要支援１・２の方 事業対象者

介護予防サービスや、
介護予防・生活支援
サービス事業を受けるた
めのケアプランを作成

介護予防
サービス
を利用

介護保険

介護予防・生活支援サービス事業を受け
るためのケアプランを作成

自立した生活が
送れる方

介護予防・日常生活支援総合事業のお知らせ介護予防・日常生活支援総合事業のお知らせ介護予防・日常生活支援総合事業のお知らせ

　平成２８年度まで介護予防サービ

ス事業者から介護予防サービスとし

て提供されていた介護予防訪問介護

と同等のサービス（現行相当サービ

ス）となります。

　平成２８年度まで介護予防サー

ビス事業者から介護予防サービス

として提供されていた介護予防通

所介護と同等のサービス（現行相

当サービス）となります。

６５歳以上のみなさまへ
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まずは地域包括支援センターにご相談ください
　地域包括支援センターは、高齢者のみなさまが住み慣れた地域で安心して生活を送れるように、

さまざまな面で支援を行うための総合相談機関です。

　地域の病院や介護サービス事業所等の関係機関や町民の皆さまの避難先地域包括支援センターと

連携し、生活支援を行っています。

　また、認知症の方やそのご家族への支援も行っています。

■一般介護予防事業

■地域包括支援センターではこんなことを行っています。

総合相談支援

介護予防ケアマネジメント

権利擁護

包括的・継続的ケアマネジメント

　６５歳以上のすべての方を対象として、介護予防のための取り組みを行っています。主に指導教

室等へ通いで参加することができます。

　町では双葉町社会福祉協議会へ業務委託しており、福島県内各地において

「運動教室」と「社協サロン」が実施されています。

　また、いわき市の介護予防事業者へ業務委託し、３カ月コース／年１回の

短期集中型運動教室を実施しております。

６５歳以上のすべての方

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

公立双葉准看護学院　福島県南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－７６

双葉町いわき事務所　健康福祉課

　高齢者の抱える生活全般の悩み・相談に
対して、適切なサービスの紹介や解決のた
めの支援を行います。

　要支援に認定された方のケアプラン作成
や生活機能が低下された方へ総合事業の利
用を支援します。

　高齢者の方への虐待防止・早期発見や悪
質商法の被害防止を関係機関と連携して行
います。

　適切なサービスが提供されるように、ケ
アマネージャへの助言や支援を行います。

双葉町地域包括支援センター

☎ ０２４４－３２－０９９０

☎ ０２４６－８４－５２０５
☎ ０２４６－８４－６７２９

ＦＡＸ  ０２４４－３２－０９９１

平成３１年度　公立双葉准看護学院　学生募集
◇学科：准看護学科
修業年限：２年（全日制）
定員：３０名（男女共学）

◇試験日程及び科目
日　　時 平成３１年２月１日（金）９：３０
科　　目 ①筆記試験（国語・数学）②作文　③面接
受付時間 ８：３０～９：００
会　　場 公立双葉准看護学院

◇受験資格
中学校卒業以上の心身健全なる者（年齢不問）

◇出願書類
詳しくは下記までお問い合わせください。

◇合格発表
平成３１年２月８日（金）１１：００
※本学院玄関及びホームページに受験番号を掲示

◇願書受付期間
平成３１年１月７日（月）～１月２５日（金）必着
※窓口持参の場合、土日祝日を除く９：００～
　１６：３０まで
※郵送の場合、必ず簡易書留にすること
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双葉町社会福祉協議会

年
と
と
も
に
変
わ
る
歩
行
の
変
化

～ １２月健康運動教室、地域交流サロンのお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

　医師・歯科医師・薬剤師・看護師・歯科衛生士などの皆さんには、医師法等関係法律により、２年に
１度、住所や従事先等を記載した届出票の提出が義務付けられております。
　平成３０年は届出の年にあたりますので、該当する方は平成３０年１２月３１日現在の状況を保健所
まで届け出てください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
南東北総合卸センター２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

☎ 024 －973 －5291（開発）
毎週　水曜日

13:30 ～ 15:00
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1） 毎週　木曜日

地域交流サロン（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申込みをお願いします。

双葉町サポートセンターひだまり
復興公営住宅勿来酒井団地敷地内
（いわき市勿来町酒井青柳14－5）

☎ 0246 －84 －6725（横田） 　12月19日（水） 10:30 ～ 14:30

医療従事者の皆さんは届出を忘れずに！医療従事者の皆さんは届出を忘れずに！

ますます寒くなるこの時期、ますます寒くなるこの時期、転倒に気を付けましょう転倒に気を付けましょう！
高齢者の寝たきりの原因の多くは転倒による骨折や痛みがきっかけと言われています。

今回は、なぜ歳とともに転倒しやすくなるのか。つまずきやすさの原因をご紹介します。

　わずかな段差や引っ掛かりにつまずき、転倒します。畳のヘリ・こたつ

敷き・電気製品のコードなども要注意。一度点検してみましょう。
心の健康相談窓口を掲載した
絆創膏「大切にしよう 心と
いのち」を同封します。

つまずきやすくなった…疲れやすくなった…
高齢者は筋力の衰えとともに、実は歩き方も変わってきます。
わずかな段差によるつまずきや転倒にも注意が必要です。

加齢に伴いアーチはくずれやすくなります

３つのアーチは
足が地面に着いた時に
バネの役割として
衝撃を吸収します

ヨコアーチ

外側タテアーチ

内側タテアーチ

高齢者 若年者

是非ご活用ください。
　さあ！姿勢に気を付けて腕を振って歩いてみましょう！歩幅が大きくな

り、つま先が上がりやすく、つまずきにくくなります。

日
常
に
は
、
た
く
さ
ん
の
危
険
が

潜
ん
で
ま
す

〈足のアーチ〉

姿勢 腕振り

つま先

歩幅

ますます寒くなるこの時期、

保健所への提出期限　平成３１年１月１５日

転倒に気を付けましょう転倒に気を付けましょう！転倒に気を付けましょう！

【問い合わせ先】県庁保健福祉総務課 県庁医療人材対策室☎ ０２４－５２１－７２１７ ☎ ０２４－５２１－７２２２

医療従事者の皆さんは届出を忘れずに！
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消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

トラッキング現象に注意しましょう。

住宅用火災警報器の点検をしましょう。

年末年始の火災に注意！
　この時期は空気が乾燥し、火災が発生
しやすくなります。また、年末年始は火
気を取扱う機会も増えますので、取扱い
には十分注意しましょう。

　プラグを長時間差しっぱなしにしていると、コンセントの
間にほこりや湿気がたまり、放電を繰り返し、炭化した部分
から発火することがあります。この時期にプラグを抜き、ほ
こりを取り除きましょう。

　住宅用火災警報器は、ほこりやクモの巣がつくと
誤作動を起こしやすくなります。年末の大掃除に併
せてお手入れしましょう。また、「ボタンを押す」、
「ヒモを引く」ことで警報音がなるかどうかテスト
してみましょう。

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町細谷地区に設置する仮設焼却施設及び仮設灰処理施設の起工式を 11 月 15 日に実施しました。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。◇輸送について（１１月１５日現在）
搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り

双葉町 ２４，９５８

中通り

伊達市 １８，３２２
南相馬市 ３９，９６１ 本宮市 ８，６９１
浪江町 ２９，３９８ 桑折町 １６０
葛尾村 ４２，５９６ 国見町 ６，９４８
飯舘村 ３３，５０４ 川俣町 ２９，５５４

中通り
福島市 １０，０５６ 大玉村 ７，０７３
二本松市 １８，０７８ 計 ２６９，２９９

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算しています。
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【求職者向け】行くしかない!!　合同就職面接会 in いわき

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

参加企業全４０社【参加無料・申込不要・履歴書不要】
実は面接会が就職への近道♪
就職の情報収集は直接がいいね！求人票には載っていない魅力がドン！っと聞ける！
企業からのラブコールもあり、あなたの選択の可能性も広がります。
★応募書類キットのプレゼント　★証明写真の無料撮影あり！

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　楢葉窓口（楢葉町役場新産業創造室内）
☎０２４０－２３－６２９０　　ＦＡＸ０２４０－２３－６２９１

共通事項 ※受講料・テキスト代、無料です。※詳しくは、チラシまたはホームページをご覧ください。

ホームページ 働きたいネット 検索

１２月１４日（金）１０：１５～１５：１５（受付開始１０：００～）● 日　時 …　

平成３１年１月２２日（火）１３：００～１６：３０　● 日　時 …

平成３１年１月２３日（水）１０：１５～１８：１５　● 日　時 …
除染で出た除去土壌や汚染廃棄物等の処分業務、使用設備の構造・取扱方法● 内　容 …

１００名程度● 定　員 …

６０名程度● 定　員 …

平成３１年１月９日（水）● 締切日 …

【企業申込型】平成３１年１月　９日（水）　
【個人申込型】平成３１年１月１６日（水）

● 締切日 …

● 会　場 …ラトブ　６Ｆ いわき産業創造館　企画展示ホール（いわき市平字田町１２０）

● 会　場 …ラトブ　６Ｆ いわき産業創造館　企画展示ホール（いわき市平字田町１２０）

● 会　場 …ラトブ　６Ｆ いわき産業創造館　企画展示ホール（いわき市平字田町１２０）

１０：１５～１２：００【第１部】　 １３：３０～１５：１５【第２部】　

【企業申込型】【個人申込型】コミュニケーション能力講座

【企業申込型】【個人申込型】事故由来廃棄物等特別教育講習

人との関わり方、信頼関係を築くコミュニケーション術を実践的に楽しく学ぶ講座です。

除染で出た除去土壌や汚染廃棄物等の処分業務に従事する際には、事故由来廃棄物等特別教育講習を受講
しなければならないとされています。事故由来廃棄物等処分業務特別教育規程（平成２５年厚生労働省告
示第１４０号）に基づくカリキュラムで実施し、修了証を発行。１日で取得できます。

◎苦手な人も好きになる！　◎新たな自分の強みを発見！　◎就職活動のアピールに役立つ！

◎職場の雰囲気アップ！　◎求人の応募数・定着率アップ！　◎顧客満足度アップ！企業の方へ

求職者の方へ

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に参加証明書を発行します。

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に参加証明書を発行します。

※ 申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にて
ご連絡します。

※ 申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にて
ご連絡します。

企業申込型

企業申込型

個人申込型

個人申込型

※参加企業の詳細は、ホームページをご覧ください。
※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。
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敬称略

（平成30年10月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,076人
2,825人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

氏　名 生年月日 保護者 行政区

若
わかばやし

林　永
え ま

真 9月 24日 真吾・美幸 長塚一

山
や ま ね

根　寧
し ず き

月 9月 26日 辰洋・光保子 下　条

玉
た ま ね

根　穂
ほ の か

果 10月　5日 俊介・桃子 新　山

脇
わきざき

崎　寿
こ と ね

音 10月 10日 寿・真奈美 長塚二

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

髙村テル子 ９０ 10月 10日 山　田

伊　　忠義 ８１ 10月 15日 下　条

◯ 

日
々
変
る　

終
り
田
の
色　

秋
の
風

◯ 

北
便
り　

鶴
の
声
と
は　

肌
寒
し

◯ 

宮
詣
り　

七
五
三
か
や　

家
族
連
れ

◯ 

コ
ス
モ
ス
の　

肩
に
一
片　

朝
茜

◯ 
虫
の
音
も　

絶
え
て
淋
し
や　

三
日
月

◯ 

霜
の
月　

残
り
少
な
の　

暦
か
な

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

◯ 

震
災
が　

縁
で
人
会
う　

秋
桜

◯ 

山や

ま

か

げ陰
の　

少
し
の
風
に　

花
は
な
す
す
き芒

遠
藤　

シ
ゲ
ヨ
（
長
塚
一
）

◯ 

阿
武
隈
の　

海
ま
で
続
く　

稲
穂
波

◯ 

故
郷
の　

無
情
の
家
や　

虫
す
だ
く

◯ 

故
郷
の　

想
い
７
年　

秋
彼
岸

◯ 

生
き
て
こ
そ　

い
つ
か
叶
う
や　

秋
祭
り

柚
原　

秀
康
（
三
字
）

◯ 

秋
茄
子
や　

か
さ
ぶ
た
取
り
て　

塩
漬
け
に

◯ 

屋
形
舟　

水
面
の
月
も　

肴
か
な

藤
田　

博
司
（
下
条
）

　広報ふたば平成３０年１１月号Ｐ２４双葉の風だよりに
掲載いたしました武内恒雄さんの文芸作品の記載に誤りが
ありました。お詫びして訂正いたします。

鈴虫の　鳴く音途切れて　秋時間誤：
鈴虫の　鳴く音途切れて　秋時雨正：

広報ふたば１１月号の訂正について

人のうごき１０月分

フタバくんを探せ
本紙のどこかにフタバくんが
隠れています。
探してみてください。

関
根　
　

巳
（
長
塚
一
）

23 平成３０年１２月広報ふたば

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課
☎ ０２４６－８４－５２０２

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●避難先●
　福島県いわき市

（浜野）

新家 俊美さん

 しんか          としみ

相
撲
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
得
意
で
、

特
に
、
走
る
こ
と
と
泳
ぐ
こ
と
で
は
そ
れ
な
り
の
能

力
を
発
揮
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中

学
卒
業
後
に
進
ん
だ
相
馬
農
業
高
校
で
は
水
泳
部

に
所
属
し
ま
し
た
。
同
校
は
県
内
で
も
数
少
な
い
相

撲
部
が
あ
る
高
校
で
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
、
私

と
の
縁
は
な
く
、
高
校
卒
業
後
、
就
職
し
て
か
ら
し

ば
ら
く
経
っ
た
20
歳
の
と
き
、
知
人
か
ら
体
を
生
か

し
て
み
な
い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
相
撲
を
始
め
ま
し

た
。「
相
農
出
身
で
相
撲
」と
い
え
ば
、
子
ど
も
の
と

き
か
ら
相
撲
を
し
て
い
た
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
の
場
合
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
体
出
場
と
別
競
技
で
「
兄
弟
出
場
」

　

小
高
町
（
当
時
）
で
行
わ
れ
た
大
会
へ
の
出
場
以

降
、
本
格
的
に
相
撲
を
始
め
、
徐
々
に
勝
ち
進
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
25
歳
の
と
き
、
県
内
ベ
ス

ト
３
に
入
っ
た
た
め
初
め
て
国
体
に
出
場
し
、
33
歳

ま
で
５
回
国
体
の
土
俵
に
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
間
、

昭
和
58
年
に
群
馬
県
で
行
わ
れ
た
第
38
回
国
体（
あ

か
ぎ
国
体
）
で
は
、弟
（
伸
明
）
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
東
京
都
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
、
別
競
技

で
は
あ
り
ま
す
が
「
兄
弟
出
場
」
と
な
り
ま
し
た
。

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の
活
動

　

相
撲
で
の
国
体
出
場
や
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
相
撲
の
指
導
や
大
会
の
運
営
等
に
加
わ
る
よ
う

に
な
る
中
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
相
撲
に
限
ら
ず
様
々
な
競

技
を
通
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
に
関
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
前
年
ま
で

双
葉
郡
大
会
で
相
撲
競
技
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
終
了
後
に
は
必
ず
反
省
会
を
持
ち
情
報
交
換

や
互
い
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
楽

し
い
思
い
出
で
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
復
興
を
後
押
し

　

委
嘱
さ
れ
て
今
年
で
37
年
目
と
な
り
、
現
在
、

委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
双
葉
町
に
は
、
多
く

の
競
技
団
体
が
あ
り
、
平
成
15
年
に
は
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

が
発
足
す
る
な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
し
た
。

原
発
事
故
後
、
避
難
に
よ
り
町
民
が
各
地
に
分
散

す
る
中
、
そ
の
多
く
が
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
こ
数
年
、
各
チ
ー
ム
の
練
習
や
大
会
へ

の
出
場
、
同
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
が
再
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
協
力
で
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
迎
え
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
た
ば
を
開
催
し
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
な
ど
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
心
の
復
興
に

役
立
っ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

震
災
前
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
故
郷
の
絆
を
大

切
に
し
つ
つ
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
前
向
き
な

日
々
を
送
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
よ
う
活
動
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

25 平成３０年１２月広報ふたば



勤
務
先
が
避
難
所
に

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
は
、
南
相
馬
市
内
の
小
学

校
に
教
頭
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
大
地
震
の
発

生
直
後
、
児
童
や
教
職
員
の
安
全
確
認
を
行
い
つ
つ
避

難
所
の
設
営
を
進
め
ま
し
た
。
同
校
の
校
舎
は
南
相

馬
市
原
町
区
の
南
東
部
で
海
岸
ま
で
約
1.5 

km
以
上
離

れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
区
内
に
大
津
波
が
襲
来
し
た

た
め
、
び
し
ょ
濡
れ
や
泥
ま
み
れ
で
学
校
ま
で
た
ど
り

着
い
た
方
も
多
く
、
そ
う
し
た
中
に
は
家
族
が
安
否

不
明
な
方
も
お
り
、
身
体
の
安
全
確
保
だ
け
で
は
な

く
心
の
ケ
ア
を
含
め
た
幅
広
い
対
応
が
必
要
で
し
た
。

瓦
礫
を
か
き
分
け
な
が
ら
自
宅
に
向
か
う

　

避
難
所
で
あ
る
体
育
館
は
停
電
の
た
め
、
日
が
落

ち
る
と
真
っ
暗
な
上
、
暖
も
取
れ
な
い
た
め
、
身
を

寄
せ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
環
境
が
整
っ
て
い
る
市
内

の
他
の
避
難
所
に
移
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
深
夜
に
双
葉
町
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
津
波
に

よ
る
瓦
礫
や
泥
の
堆
積
、
そ
し
て
橋
の
崩
壊
の
た
め

途
中
で
車
を
降
り
ざ
る
を
得
ず
、
徒
歩
で
自
宅
近
く

ま
で
よ
う
や
く
辿
り
着
き
ま
し
た
。
家
は
、
津
波
に
よ

り
大
き
く
破
壊
さ
れ
、
家
族
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
向
か
っ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
ふ
た
ば
で
妻

や
息
子
と
再
会
し
ま
し
た
。
翌
朝
に
な
り
、
心
配
し

て
い
た
両
親
の
無
事
な
姿
も
確
認
し
安
堵
し
ま
し
た
。

「
県
外
兼
務
」
と
い
う
稀
な
ケ
ー
ス

　

未
曾
有
の
大
災
害
に
よ
る
混
乱
も
あ
り
、
平
成
23

年
８
月
に
人
事
異
動
が
行
わ
れ
、
双
葉
北
小
学
校
に

転
任
し
ま
し
た
が
、
猪
苗
代
町
内
で
の
勤
務
を
経

て
、
双
葉
町
の
避
難
所
が
あ
る
埼
玉
県
加
須
市
で

多
く
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
る
加
須
市
立
騎
西
小
学

校
に
、
他
県
で
の
「
兼
務
」
と
い
う
他
に
例
を
見
な

い
特
殊
な
か
た
ち
で
勤
務
し
ま
し
た
。

新
任
校
長
と
し
て
双
葉
町
の
学
校
へ

　

避
難
後
、
双
葉
北
小
を
は
じ
め
避
難
先
で
開
校
し

て
い
る
双
葉
郡
内
各
小
学
校
を
経
て
、
今
年
４
月
か

ら
、
い
わ
き
市
内
の
仮
設
校
舎
で
再
開
し
５
年
目
を

迎
え
た
双
葉
南
小
学
校
に
新
任
校
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
校
庭
や
プ
ー
ル
な
ど
施
設
等
に
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
町
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
は
仮
設
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
立
派
な
施
設
の
中
、
少
人
数
制
で

き
め
細
か
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
互
い
を
認
め
合
い
助
け
合
い
な
が

ら
切
磋
琢
磨
す
る
姿
に
は
、毎
日
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
両
竹
の
泉

田
で
す
」
と
挨
拶
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
り
、
学
校
運
営
に
参
加
や
協
力
を
い
た
だ
け

る
な
ど
、
日
々
故
郷
へ
の
懐
か
し
さ
や
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

双
葉
町
を
離
れ
て
間
も
な
く
８
年
、
ほ
ぼ
全
て
の

児
童
は
故
郷
の
記
憶
が
な
く
低
学
年
は
避
難
後
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
授
業
で
「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
な
ど

故
郷
を
学
ぶ
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
双
葉
町
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
も
ら
え
る
か
、
私
も
一
緒
に
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県郡山市

（両竹）

泉田　淳さん

いずみた          じゅん
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●避難先●
　福島県本宮市

（新山）

芹川 則子さん
せりかわ    のりこ

浜
通
り
で
の
生
活
に
憧
れ
た

　

中
通
り
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
海
は
特

別
な
存
在
で
し
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
る
友
人

に
付
い
て
浜
通
り
各
地
の
海
岸
を
ま
わ
り
ま
し
た

が
、
冬
で
も
雪
が
な
く
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
太
陽
が

波
や
海
面
に
輝
い
て
ま
ぶ
し
い
様
子
に
、
何
度
も
こ

う
し
た
場
所
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
帰
宅
の
途
で
国
道
288
号
を
多
く
利
用
し
ま
し
た

が
、
新
山
、
前
田
、
山
田
な
ど
、
車
窓
か
ら
見
え
る

の
ど
か
な
沿
道
の
風
景
を
い
つ
も
見
て
い
ま
し
た
。

憧
れ
の
浜
通
り
暮
ら
し
は
双
葉
町
で

　

今
か
ら
約
25
年
前
、
双
葉
町
を
眺
め
る
だ
け
の

日
々
か
ら
「
暮
ら
す
日
々
」
と
な
り
ま
し
た
。
温

暖
な
気
候
と
き
れ
い
な
海
が
目
の
前
に
あ
る
と
い

う
あ
り
が
た
さ
、
他
の
土
地
か
ら
移
り
住
ん
だ
私

を
長
年
生
活
し
て
い
る
方
々
と
同
じ
よ
う
に
受
け

入
れ
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
優
し
さ
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
こ
こ
が
故
郷
に
な
る
こ
と

は
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
登
録
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。「
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
」と
し
て
育
っ
た
私
に
と
っ

て
、
お
年
寄
り
に
関
わ
る
仕
事
を
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
と
共
に
双
葉
町
で
生
活
し
た
時
間
は
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、
原
発
事
故
に
よ
り

約
17
年
で
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
大
切
な
人
た
ち
と

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
と
て

も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

避
難
先
で
の
再
出
発

　

町
を
離
れ
て
か
ら
本
宮
市
白
沢
（
旧
白
沢
村
）

の
実
家
を
経
て
、
同
市
内
本
宮
に
自
宅
を
建
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
消
防
士
に
な
っ
た
長
男
も
昨
年

成
人
し
て
独
立
し
た
た
め
子
育
て
も
終
わ
り
、
介

護
施
設
で
の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
震
災
前
か
ら

親
し
ん
で
い
た
フ
ラ
を
生
か
し
た
い
と
考
え
、
自

宅
に
ス
タ
ジ
オ
を
開
き
、
週
３
日
間
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ま
た
レ
ッ
ス
ン
の
傍
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高

齢
者
施
設
を
慰
問
し
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
を

中
心
と
し
た
「
見
せ
る
フ
ラ
」
だ
け
で
な
く
、
歌

謡
曲
や
懐
メ
ロ
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
場
に
い
る

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
楽
し
む
フ
ラ
」
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
お
年
寄
り
が
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

の
せ
て
体
を
動
か
し
て
い
る
と
き
の
笑
顔
に
私
の

ほ
う
が
癒
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

ま
た
、
本
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
同
市
立
小
学
校
で
フ
ラ
を
通
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
時
間
の
講

師
を
し
た
り
、
レ
ッ
ス
ン
受
講
者
と
と
も
に
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
　

レイマカニ  フラ  オハナ

代表

【
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
】

　

〒
９
６
９

－

１
１
５
１

　

福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
千
代
田
３
４
―
１
２

　

電
話
（
０
９
０
）
７
６
６
７
―
８
２
８
４

　

※
５
人
以
上
お
集
ま
り
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
　

各
地
で
の
教
室
開
設
が
可
能
で
す
。

皆さんに合わせた「楽しむフラ」を目指しています皆さんに合わせた「楽しむフラ」を目指しています皆さんに合わせた「楽しむフラ」を目指しています
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今
月
の
表
紙
は
、
町
立
学
校
の
栴
檀
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
児
童
・
生
徒

が
標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
を
披
露
し
た
場
面
で
す
。
こ
の
日
の
10

日
前
に
町
立
学
校
へ
取
材
に
行
っ
た
際
に
練
習
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
練
習
の
段
階
か
ら
手
抜
き
を
し
な
い
真
剣
な
態
度
、
ま
た
指
導
者
の
方
に

対
す
る
礼
儀
正
し
く
素
直
な
姿
勢
に
心
打
た
れ
、
表
紙
は
こ
の
場
面
に
決
め
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
伝
統
芸
能
を
継
承
し
な
が
ら
、
継
承
し
て
い
く
た
め
の

素
養
を
自
然
と
身
に
着
け
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
友
好
町
京
丹
波
町
の
方
々
と
交
流
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
１
年

で
し
た
。
ふ
た
ば
音
頭
を
動
画
サ
イ
ト
で
見
て
練
習
し
て
い
る
方
々
の
お
話
な

ど
を
お
聞
き
し
、
世
の
中
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
一
方
、
外
部
と
つ
な
が
る
手
段
は
増
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
１
つ
の
媒
体
に
偏
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
発
信
方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
壮
健
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
体
調
管
理
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

－ 

編
集
後
記 

－

埼玉県川口市立辻小学校　６年　　　　　　　　　さん（郡山）長
は せ が わ

谷川　真
ま な

奈

双葉町県南双樹会と双葉町埼玉自治会の交流
会に参加した、藤田博司さん（下条・左）と
天野　士さん（三字・右）の笑顔です。

　私の将来の夢は、書道の先生になることです。小学校１年生の
冬に書道を習い始め、とても好きになりました。今では、１日に何
時間書いていても、いやになりません。夏・冬休みの土日は、条幅
の大会に出場するため、４時間から８時間、練習をしています。
　来年は中学生になります。近くの中学校には、書道部がありま
せんが、高校は書道科に行きたいと思っています。
　勉強はあまり得意ではありませんが、行きたい高校に行けるよ
うに、書道と勉強をがん張り、先生になることができたら、教え
る子ども達に、書道の先生が、私に教えてくれたようにしたいと
思います。
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